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この資料
しりょう

は、平成
へいせい

27年
ねん

度
ど

 文
ぶん

化
か

庁
ちょう

委
い

託
たく

事
じ

業
ぎょう

「生
せい

活
かつ

者
しゃ

としての外
がい

国
こく

人
じん

のための日本
に ほ ん

語
ご

教
きょう

育
いく

事
じ

業
ぎょう

」により作
さく

成
せい

しています。 

内
ない

容
よう

については、平
へい

成
せい

28年
ねん

1月
がつ

時
じ

点
てん

の情
じょう

報
ほう

をもとにしています。 
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日本
に ほ ん

には３つの大
たい

切
せつ

な義務
ぎ む

があります。「勤
きん

労
ろう

の義
ぎ

務
む

」「教
きょう

育
いく

の義務
ぎ む

」「納
のう

税
ぜい

の義
ぎ

務
む

」です。 

 

納
のう

税
ぜい

（税
ぜい

金
きん

をおさめること）は、国
くに

の経
けい

済
ざい

を安
あん

定
てい

させたり、良
よ

くしたりするために必要
ひつよう

で

す。税金
ぜいきん

を納
おさ

める私
わたし

たちは、国
くに

や地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

（都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

）の色
いろ

々
いろ

なサービスを

受
う

けています。 
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では、私
わたし

たちが納
おさ

める税金
ぜいきん

は、どのように使
つか

われているのでしょうか。 

 

税
ぜい

金
きん

は、例
たと

えば、私
わたし

たちが使
つか

う道
どう

路
ろ

や橋
はし

、公
こう

園
えん

など、生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

を整
ととの

えるために使
つか

われて

います。また、警
けい

察
さつ

や消
しょう

防
ぼう

など、安
あん

全
ぜん

に安
あん

心
しん

して暮
く

らすためのサービスに使
つか

われます。パ

トカーや消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

、救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

が出
しゅつ

動
どう

するとき、その費
ひ

用
よう

は税
ぜい

金
きん

から出
で

るので、お金
かね

を払
はら

う必
ひつ

要
よう

がありません。水
すい

道
どう

や下
げ

水
すい

道
どう

、ゴミの収
しゅう

集
しゅう

・処
しょ

理
り

などにも税
ぜい

金
きん

が使
つか

われています。病
びょう

気
き

やケガで病
びょう

院
いん

に行
い

ったときに払
はら

う医
い

療
りょう

費
ひ

や、高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための介
かい

護
ご

や年
ねん

金
きん

にも税
ぜい

金
きん

が使
つか

われ

ています。教
きょう

育
いく

の分
ぶん

野
や

でも様
さま

々
ざま

なところで税
ぜい

金
きん

が使
つか

われています。学
がっ

校
こう

の建
たて

物
もの

、先
せん

生
せい

の給
きゅう

与
よ

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

の教
きょう

科
か

書
しょ

代
だい

などです。公
こう

立
りつ

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

について、一
いち

年
ねん

間
かん

で使
つか

わ

れる税
ぜい

金
きん

は、一
ひと

人
り

約
やく

90～100万
まん

円
えん

にもなります。さらに、ロケットの開
かい

発
はつ

など、科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

の

発
はっ

展
てん

のための様
さま

々
ざま

な研
けん

究
きゅう

も税
ぜい

金
きん

が支
ささ

えています。日本
に ほ ん

国
こく

内
ない

だけでなく、海
かい

外
がい

の途
と

上
じょう

国
こく

への

経
けい

済
ざい

援
えん

助
じょ

にも使
つか

われています。 
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「納
のう

税
ぜい

（税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めること）」は義
ぎ

務
む

です。税
ぜい

金
きん

は必
かなら

ず納
おさ

めなければなりません。 

 

税
ぜい

金
きん

を滞
たい

納
のう

している（納
おさ

めていない）人
ひと

や、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

（自
じ

分
ぶん

で所
しょ

得
とく

税
ぜい

の計
けい

算
さん

をして、申
しん

告
こく

す

ること）をしなければならないのに申
しん

告
こく

をしない人
ひと

は、税
ぜい

務
む

署
しょ

の調
ちょう

査
さ

を受
う

けるかもしれま

せん。調査
ちょうさ

を受
う

けた後
あと

、もっとたくさんの税金
ぜいきん

を払
はら

わなければなりません。無
む

申
しん

告
こく

加
か

算
さん

税
ぜい

（申告
しんこく

しなければならないのに申告
しんこく

しなかったために、追加
つ い か

で払
はら

う税金
ぜいきん

）や延
えん

滞
たい

税
ぜい

（期
き

限
げん

ま

でに税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

に、追
つい

加
か

で納
おさ

めなければいけない税
ぜい

金
きん

）です。 

税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

、「在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

の更
こう

新
しん

」や「永
えい

住
じゅう

申
しん

請
せい

」、「帰
き

化
か

申
しん

請
せい

」などにも影
えい

響
きょう

があ 

ります。 
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確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

は、お金
かね

を稼
かせ

いだ人
ひと

が自
じ

分
ぶん

で納
おさ

める税
ぜい

金
きん

の計
けい

算
さん

をして、申
しん

告
こく

の手
て

続
つづ

きをすること

です。 

1月
がつ

1
つい

日
たち

から 12月
がつ

31日
にち

の 1年
ねん

間
かん

分
ぶん

を計
けい

算
さん

します。翌
よく

年
ねん

（次
つぎ

の年
とし

）の 2月
がつ

16日
にち

から 3月
がつ

15日
にち

の

間
あいだ

に税
ぜい

務
む

署
しょ

に申
しん

告
こく

します。例
たと

えば、2015年
ねん

（1月
がつ

1
つい

日
たち

から 12月
がつ

31日
にち

まで）の確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

は、

2016年
ねん

2月
がつ

16日
にち

から 3月
がつ

15日
にち

までにします。 

申
しん

告
こく

した後
あと

で、「納
のう

税
ぜい

（税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めること）」します。もし、税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めすぎていたら、「還
かん

付
ぷ

（納
おさ

めすぎていた税
ぜい

金
きん

がもどってくること）」を受
う

けます。 
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確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

の「納
のう

税
ぜい

」と「還
かん

付
ぷ

」について、詳
くわ

しく見
み

てみましょう。 

 

● 納
おさ

めた税
ぜい

金
きん

が不
ふ

足
そく

していたら、さらに税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めなければなりません。「納
のう

税
ぜい

」と言
い

い

ます。税
ぜい

金
きん

を現
げん

金
きん

で納
おさ

めることも、自
じ

動
どう

振
ふり

替
かえ

（決
き

められた日
ひ

に、自
じ

分
ぶん

の銀
ぎん

行
こう

の口
こう

座
ざ

から

お金
かね

が引
ひ

かれること）で納
おさ

めることもできます。現
げん

金
きん

の場
ば

合
あい

は、3月
がつ

15日
にち

までに納
おさ

めな

ければなりません。自
じ

動
どう

振
ふり

替
かえ

の場
ば

合
あい

は 4月
がつ

20
はつ

日
か

です。 

 

● 納
おさ

めた税
ぜい

金
きん

が多
おお

すぎたら、多
おお

く納
おさ

めすぎた税
ぜい

金
きん

は戻
もど

ります。「還
かん

付
ぷ

」と言
い

います。「還
かん

付
ぷ

」

申
しん

告
こく

は、5年
ねん

の間
あいだ

にすることができます。2015年
ねん

の税
ぜい

金
きん

については、2020年
ねん

まで還
かん

付
ぷ

申
しん

告
こく

することができます。 
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自
じ

分
ぶん

は確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をするか、しないか、次
つぎ

のチャートを見
み

てください。 

A. 勤
きん

務
む

先
さき

（勤
つと

めている会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

）から給
きゅう

与
よ

（給
きゅう

料
りょう

やボーナスなどを合
あ

わせたもの）

をもらっていますか？  

 「はい」の人は、C. に進
すす

みます。 

 「いいえ」の人は、B. に進
すす

みます。 

 「2 か所
しょ

以
い

上
じょう

の会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

で働
はたら

いて給
きゅう

与
よ

をもらっている人
ひと

」は、B. に進
すす

みます。 

B. 自
じ

分
ぶん

で会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

を経
けい

営
えい

していますか？ 

 「はい」の人
ひと

は、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をして、納
のう

税
ぜい

しなければなりません。 

C. 勤
きん

務
む

先
さき

から「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

」をもらっていますか？ 

※源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

の見
み

本
ほん

は、「スライド 15枚
まい

目
め

」を見
み

てください。 

 「はい」の人
ひと

は、D. に進
すす

みます。 

 「いいえ」の人
ひと

は、勤
きん

務
む

先
さき

の人
ひと

に話
はな

して、「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

」をもらってください。 

D. 勤
きん

務
む

先
さき

は「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」をしていますか？ 

※年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

は、勤
きん

務
む

先
さき

が社
しゃ

員
いん

や従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

の正
ただ

しい所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

を計
けい

算
さん

して年
ねん

末
まつ

に

調
ちょう

整
せい

することです。 

 「はい」の人
ひと

は、E. に進
すす

みます。 

 「いいえ」の人
ひと

は、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をするとよいでしょう。還
かん

付
ぷ

を受
う

けることができるか

もしれません。 

E. 医
い

療
りょう

費
ひ

がとても多
おお

くかかりましたか？ 

 「はい」の人
ひと

は、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をするとよいでしょう。還
かん

付
ぷ

を受
う

けることができるかも

しれません。 

 「いいえ」の人
ひと

は、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をする必
ひつ

要
よう

はありません。 

 

確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

は、「しなければならない」人
ひと

もいますし、払
はら

いすぎた税
ぜい

金
きん

が返
かえ

ってくるかもしれ

ないから「した方
ほう

がいい人
ひと

」もいます。 
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「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしなければならない人
ひと

」について説
せつ

明
めい

します。 

まず、自
じ

営
えい

業
ぎょう

の人
ひと

（自
じ

分
ぶん

で会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

を経
けい

営
えい

して、商
しょう

売
ばい

などをしている人
ひと

）は、「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

」

をしなければなりません。確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をして、納
のう

税
ぜい

をしなければなりません。納
のう

税
ぜい

をしない

と、もっとたくさんの税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めることになります。 
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他
ほか

にも「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしなければいけない人
ひと

」がいます。給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

（勤
きん

務
む

先
さき

（勤
つと

めている会
かい

社
しゃ

や店
みせ

）から給
きゅう

与
よ

（給
きゅう

料
りょう

やボーナスなどを合
あ

わせたもの）をもらっている）で、次
つぎ

の通
とお

り

です。 

 給
きゅう

与
よ

を 2 か所
しょ

以
い

上
じょう

の勤
きん

務
む

先
さき

から受
う

け取
と

った 

 「給
きゅう

与
よ

以
い

外
がい

の所
しょ

得
とく

」の金
きん

額
がく

の合
ごう

計
けい

が 20万
まん

円
えん

を超
こ

えた（注
ちゅう

：20万
まん

円
えん

は入
はい

らない） 

※「給
きゅう

与
よ

以
い

外
がい

の所
しょ

得
とく

」は、原
げん

稿
こう

料
りょう

、講
こう

演
えん

料
りょう

や通
つう

訳
やく

の謝
しゃ

金
きん

、貯
ちょ

金
きん

の利
り

子
し

、株
かぶ

式
しき

の配
はい

当
とう

金
きん

、

小
こ

売
うり

業
ぎょう

の売
う

り上
あ

げや、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

が満
まん

期
き

（契
けい

約
やく

期
き

間
かん

（保
ほ

険
けん

金
きん

を支
し

払
はら

うと約
やく

束
そく

した期
き

間
かん

）

の終
お

わり）の時
とき

に受
う

け取
と

るお金
かね

、など 

 給
きゅう

与
よ

の年
ねん

収
しゅう

が 2,000万
まん

円
えん

を超
こ

えた 
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次
つぎ

に、「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をした方
ほう

がよい人
ひと

」について説
せつ

明
めい

します。 

まず、「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

で税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めているけれど、『年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

』をしていない人
ひと

」です。確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をすると税
ぜい

金
きん

が少
すこ

し戻
もど

るかもしれません。「還
かん

付
ぷ

」申
しん

告
こく

になります。確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしたほう

がよいでしょう。 

 

＊年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

： 

会
かい

社
しゃ

が毎
まい

月
つき

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

する税
ぜい

金
きん

は、決
き

められた方
ほう

法
ほう

で計
けい

算
さん

された、だいたいの金
きん

額
がく

です。結
けっ

婚
こん

したり子
こ

どもが生
う

まれたりして家
か

族
ぞく

の数
かず

が変
か

わったり、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

の保
ほ

険
けん

料
りょう

を払
はら

ったりし

ているなど、人
ひと

によって異
こと

なる事
じ

情
じょう

は考
かんが

えていないのです。そこで年
ねん

末
まつ

に、人
ひと

それぞれの

事
じ

情
じょう

（子
こ

どもが生
う

まれたとか、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

料
りょう

をいくら払
はら

ったとか）を確
かく

認
にん

し、正
ただ

しい税
ぜい

額
がく

を

計
けい

算
さん

し直
なお

します。ここで決
き

まった税
ぜい

額
がく

と、それまで毎
まい

月
つき

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

してきた税
ぜい

額
がく

を比
くら

べて、

その差
さ

額
がく

を一
いち

年
ねん

で最
さい

後
ご

の給
きゅう

与
よ

支
し

払
はらい

の時
とき

に調
ちょう

整
せい

します。税
ぜい

金
きん

を多
おお

く納
おさ

め過
す

ぎていた場
ば

合
あい

は、

その人
ひと

にお金
かね

が戻
もど

されます（給
きゅう

料
りょう

にプラスされます）。納
おさ

める税
ぜい

金
きん

が足
た

りなかった場
ば

合
あい

は、

追
つい

加
か

で税
ぜい

金
きん

が徴
ちょう

収
しゅう

され（給
きゅう

料
りょう

から引
ひ

かれ）ます。これを「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」と言
い

います。 

 

「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」をするために、毎
まい

年
とし

11月
がつ

ごろ、勤
きん

務
む

先
さき

に 2 つの書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

します。この書
しょ

類
るい

は勤
きん

務
む

先
さき

が配
はい

布
ふ

します。 

・「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の扶
ふ

養
よう

控
こう

除
じょ

等
など

（異
い

動
どう

）申
しん

請
せい

書
しょ

」 

・「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

控
こう

除
じょ

申
しん

請
せい

書
しょ

兼
けん

給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

控
こう

除
じょ

申
しん

請
せい

書
しょ

」 
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「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」の時
とき

に必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

の見
み

本
ほん

です。 

この書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

すると、扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

（お金
かね

を出
だ

して養
やしな

っている家
か

族
ぞく

）の人
にん

数
ずう

や、国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

保
ほ

険
けん

料
りょう

をいくら納
おさ

めたかなどが分
わ

かるので、納
おさ

める税
ぜい

金
きん

の金
きん

額
がく

が少
すく

なくなることが多
おお

いです。

2
ふた

つの書
しょ

類
るい

に書
か

くことを間
ま

違
ちが

えると、「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

」も正
ただ

しく計
けい

算
さん

できません。正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

を書
か

きましょう。書
か

き方
かた

が分
わ

からない時
とき

は、会
かい

社
しゃ

の人
ひと

や、よく分
わ

かる人
ひと

に聞
き

きましょう。 
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年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

では確
かく

認
にん

できないこともあります。次
つぎ

の人
ひと

も「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしたほうがよい人
ひと

」で

す。 

 医
い

療
りょう

費
ひ

がたくさんかかった 

※病
びょう

院
いん

でもらう領
りょう

収
しゅう

証
しょう

は取
と

っておきましょう。また、病
びょう

院
いん

に行
い

くとき、交
こう

通
つう

費
ひ

はメ

モしましょう。 

 災
さい

害
がい

にあったり物
もの

を盗
ぬす

まれたりした 

 国
くに

が決
き

めた特
とく

定
てい

の団
だん

体
たい

に寄
き

付
ふ

をした 

 その年
とし

の途
と

中
ちゅう

で退
たい

職
しょく

し、再
さい

就
しゅう

職
しょく

していない 

※年
とし

の途
と

中
ちゅう

で退
たい

職
しょく

すると、会
かい

社
しゃ

は年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

をすることができないからです。再
さい

就
しゅう

職
しょく

していると、再
さい

就
しゅう

職
しょく

した会
かい

社
しゃ

が、前
まえ

の会
かい

社
しゃ

のことも確
かく

認
にん

して、年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

をしてくれ

ます。 

 家
いえ

を買
か

った、など 

 

「還
かん

付
ぷ

」申
しん

告
こく

をすれば、税
ぜい

金
きん

が戻
もど

ってきます。「還
かん

付
ぷ

」申
しん

告
こく

の期
き

限
げん

は、翌
よく

年
とし

から 5年
ねん

間
かん

です。 
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それでは実
じっ

際
さい

に、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしてみましょう！サポウトさん家
か

族
ぞく

の場
ば

合
あい

です。 

 

サポウトさん（夫
おっと

、42歳
さい

）は、2
ふた

つの飲
いん

食
しょく

店
てん

で働
はたら

いています。 

はなこさん（妻
つま

、39歳
さい

）は、1
ひと

つの飲
いん

食
しょく

店
てん

で働
はたら

いています。年
ねん

収
しゅう

（一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

）は

80万
まん

円
えん

です。扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

の範
はん

囲
い

内
ない

（「扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

」として配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

控
こう

除
じょ

を受
う

けられる範
はん

囲
い

：年
ねん

収
しゅう

103

万
まん

円
えん

以
い

内
ない

）です。 

長
ちょう

男
なん

（17歳
さい

）は高
こう

校
こう

生
せい

、長
ちょう

女
じょ

（13歳
さい

）は中
ちゅう

学
がく

生
せい

です。 

 

サポウトさんは、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

（国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

、国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

）を払
はら

っています。サポ

ウトさんは「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」をしていません。今
こ

年
とし

は、医
い

療
りょう

費
ひ

がたくさんかかりました。 

 

サポウトさんの場
ば

合
あい

、「①2
ふた

つのお店
みせ

から給
きゅう

与
よ

をもらっている」ので、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしなけれ

ばなりません。「②年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

をしていない」、「③一
いち

年
ねん

間
かん

に医
い

療
りょう

費
ひ

がたくさんかかった」の

で、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をすれば払
はら

いすぎた税
ぜい

金
きん

が還
かん

付
ぷ

されるでしょう。 
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サポウトさんが確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をする場
ば

合
あい

、次
つぎ

の資
し

料
りょう

が必
ひつ

要
よう

です。 

サポウトさん（夫
おっと

）と、はなこさん（妻
つま

）の分
ぶん

を準
じゅん

備
び

しましょう。 

・「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

」 

（サポウトさんの働
はたら

いている２
ふた

つのお店
みせ

から１枚
まい

ずつ、はなこさんのお店
みせ

から１枚
まい

で、合
ごう

計
けい

３枚
まい

の源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

） 

・家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の医
い

療
りょう

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

（交
こう

通
つう

費
ひ

のメモも準
じゅん

備
び

する） 

・家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

料
りょう

・介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

料
りょう

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

 

・家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

保
ほ

険
けん

料
りょう

の控
こう

除
じょ

証
しょう

明
めい

書
しょ

（控
こう

除
じょ

証
しょう

明
めい

書
しょ

は 11月
がつ

頃
ころ

に家
いえ

に届
とど

く） 

・家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

料
りょう

などの控
こう

除
じょ

証
しょう

明
めい

書
しょ
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源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

について説
せつ

明
めい

します。 

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

は、正
ただ

しくは「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

の源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

」といいます。勤
きん

務
む

先
さき

（勤
つと

めてい

る会
かい

社
しゃ

や店
みせ

）が、社員
しゃいん

に対
たい

して 1年間
ねんかん

に支
し

払
はら

った給
きゅう

与
よ

の金
きん

額
がく

や、源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

した所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

な

どを証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

です。会
かい

社
しゃ

や店
みせ

は源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

を 1通
つう

作
つく

って、1通
つう

を社
しゃ

員
いん

に、1通
つう

を税
ぜい

務
む

署
しょ

に出
だ

します。1月
がつ

の終
お

わりぐらいまでに会
かい

社
しゃ

からもらいます。源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

を見
み

ると、次
つぎ

のことがわかります。 

① 「支
し

払
はらい

金
きん

額
がく

」です。勤
きん

務
む

先
さき

から、一
いち

年
ねん

間
かん

に全
ぜん

部
ぶ

でいくら給
きゅう

与
よ

をもらったかが分
わ

かりま

す。 

② 「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

税
ぜい

額
がく

」です。勤
きん

務
む

先
さき

で、いくら所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

を納
おさ

めたか分
わ

かります。 

③ 「扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

」や「保
ほ

険
けん

料
りょう

」などについて書
か

いてあります。どんな「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

」があっ

たかわかります。ここが空
くう

欄
らん

の場
ば

合
あい

、年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

がされていないということです。 
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医
い

療
りょう

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

の見
み

本
ほん

です。1月
がつ

1
つい

日
たち

から 12月
がつ

31日
にち

の 1年
ねん

間
かん

分
ぶん

を準
じゅん

備
び

します。病
びょう

院
いん

に行
い

った時
とき

にかかった交
こう

通
つう

費
ひ

も、毎
まい

回
かい

メモしておきましょう。 
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「医
い

療
りょう

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

」には、次
つぎ

のものが入
はい

ります。家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の分
ぶん

です。 

・医
い

療
りょう

機
き

関
かん

（病
びょう

院
いん

や薬
やっ

局
きょく

など）でもらった領
りょう

収
しゅう

書
しょ

 

・医
い

者
しゃ

の指
し

示
じ

で買
か

った器
き

具
ぐ

などの領
りょう

収
しゅう

書
しょ

 

・医
い

療
りょう

機
き

関
かん

（病
びょう

院
いん

や薬
やっ

局
きょく

など）までの交
こう

通
つう

費
ひ

のメモ 

・体
たい

調
ちょう

が悪
わる

くなった時
とき

に、薬
やっ

局
きょく

で薬
くすり

を買
か

った時
とき

のレシート 

 

確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

の時
とき

に楽
らく

ですから、「医
い

療
りょう

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

」は特
とく

別
べつ

に箱
はこ

を用
よう

意
い

して、家
か

族
ぞく

みんながそ

の箱
はこ

に領
りょう

収
しゅう

書
しょ

を入
い

れるようにしましょう。 

・医
い

療
りょう

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

だけを入
い

れる箱
はこ

を用
よう

意
い

して、領
りょう

収
しゅう

書
しょ

をなくさないようにしましょう。 

・病
びょう

院
いん

や薬
やっ

局
きょく

などでもらった領
りょう

収
しゅう

書
しょ

は、全
ぜん

部
ぶ

必
かなら

ずこの箱
はこ

に入れましょう。 

・1月
がつ

1
つい

日
たち

から 12月
がつ

31日
にち

までの分
ぶん

を取
と

っておきます。 

・最
さい

後
ご

に金
きん

額
がく

を計
けい

算
さん

して、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

ができるかどうか、確
かく

認
にん

します。 
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国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

保
ほ

険
けん

料
りょう

の控
こう

除
じょ

証
しょう

明
めい

書
しょ

の見
み

本
ほん

です。毎
まい

年
とし

11月
がつ

頃
ころ

に家
いえ

に届
とど

きます。 
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書
しょ

類
るい

を全
ぜん

部
ぶ

用
よう

意
い

したら、書
しょ

類
るい

を持
も

って税
ぜい

務
む

署
しょ

に行
い

きます。 

・給
きゅう

与
よ

の「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

」 

・「国
こく

民
みん

年
ねん

金
きん

保
ほ

険
けん

料
りょう

控
こう

除
じょ

証
しょう

明
めい

書
しょ

」 

・国
こく

民
みん

健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

 

・医
い

療
りょう

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

書
しょ

、病
びょう

院
いん

に行
い

ったときの交
こう

通
つう

費
ひ

のメモ 

・生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

料
りょう

などの控
こう

除
じょ

証
しょう

明
めい

書
しょ

 

・通
つう

帳
ちょう

（還
かん

付
ぷ

を受
う

け取
と

る口
こう

座
ざ

を確
かく

認
にん

するため） など 
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確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

のことで困
こま

ったら、必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

をもって税
ぜい

務
む

署
しょ

に行
い

きましょう。職
しょく

員
いん

の方
かた

が相
そう

談
だん

に

のってくれます。 

住
す

まいの近
ちか

くの税
ぜい

務
む

署
しょ

の場
ば

所
しょ

は、https://www.nta.go.jp/tokyo/guide/zeimusho/tokyo.htm 

で確
かく

認
にん

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nta.go.jp/tokyo/guide/zeimusho/tokyo.htm
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「納
のう

税
ぜい

」は義
ぎ

務
む

です。 

税
ぜい

金
きん

について相
そう

談
だん

や質
しつ

問
もん

があったら、近
ちか

くの「税
ぜい

務
む

署
しょ

」にしましょう。 
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覚
おぼ

えておきたい確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

のことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことば 意
い

味
み

 スライド

No 

納
のう

税
ぜい

 税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めること 2, 4, 5, 6, 7, 

8, 9, 22 

滞
たい

納
のう

 税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めるのが遅
おく

れる 4 

確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

 自
じ

分
ぶん

で納
おさ

める税
ぜい

金
きん

の計
けい

算
さん

をして、申
しん

告
こく

の手
て

続
つづ

きをすること 4, 5, 6, 7, 8, 

9, 10, 11, 

13, 14, 15, 

16, 17, 18, 

20, 21 

無
む

申
しん

告
こく

加
か

算
さん

税
ぜい

 申
しん

告
こく

しなければならないのに申
しん

告
こく

しなかった場
ば

合
あい

に追
つい

加
か

で納
おさ

めなければならない税
ぜい

金
きん

 

4 

延
えん

滞
たい

税
ぜい

 期
き

限
げん

までに税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

に、追
つい

加
か

で納
おさ

めなければいけ

ない税
ぜい

金
きん

 

4 

還
かん

付
ぷ

 納
おさ

め過
す

ぎた税
ぜい

金
きん

が戻
もど

ってくること 5, 6, 7, 11, 

13, 14, 19, 

20 

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

 一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

や源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

した所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

などを証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

 

7, 8, 15, 

16, 20 

所
しょ

得
とく

 一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

から給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

を引
ひ

いた後
あと

の金
きん

額
がく

 8, 10, 15 

年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

 年
ねん

末
まつ

に一
いち

年
ねん

間
かん

の税
ぜい

額
がく

を確
かく

定
てい

して源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

額
がく

と調
ちょう

整
せい

すること 7, 8, 11, 

12, 13, 14, 

16 

扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

 お金
かね

を出
だ

して養
やしな

っている家
か

族
ぞく

 12, 14, 16 



 24 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作
さく

成
せい

 ワーカーズ・コレクティブ生
せい

活
かつ

クラブ FP の会
かい

 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

さぽうと２１（本
ほん

教
きょう

材
ざい

の責
せき

任
にん

者
しゃ

：矢
や

崎
ざき

 理
り

恵
え

） 

 

 

 

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

さぽうと２１ 

〒141-0021 東
とう

京
きょう

都
と

 品
しな

川
がわ

区
く

 上
かみ

大
おお

崎
さき

 2-12-2 ミズホビル 6階
かい

 

Tel：03-5449-1331 Fax：03-5449-1331 E-mail：info@support21.or.jp 

Homepage：http://www.support21.or.jp 

mailto:info@support21.or.jp

